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KiKK研究におけるデザインの欠点
• ①：「古い」データの混入

→ データの約３分の２は、古い（エコロジー）研究によるもので、これらのデータから５キロ圏内の
５歳児以下の発症が多いことは、すでに知られていた。

• ②：居住地は、必ずしも主たる滞在地とは一致しない。
→ 小児は居住地以外の場所で過ごす時間が長い。例えば幼稚園など。

• ③：原子力発電所以外の場所については調査されていない。
→ 他のいくつかの研究もKiKK研究と類似する結果を出しているが、それらは精油所、自動車製造工場、

自動車修理工場、溶剤メーカーなども調査している。

• ④：交絡因子が考慮されていない。
→ KiKK研究の第２部は、交絡因子が追求されてしかるべきなのに実行されておらず、有益な結果が

得られていない。とりわけ５キロ圏内の症例の両親は、きわめて乏しい数しか調査用紙を返送していない
ために、第２部は役に立たない。

• ⑤：住民の移動が考慮されていない。
→ KiKK研究の当事者自身が確認しているとおり、当該地域では頻繁に転入（および転出）が認められる。

• ⑥：デザイン
→ 通常の放射線被曝、および原子力発電所による放射線被曝を把握する試みが、端緒的にすら為されて
いない。KiKK研究の第２部の結果はあまりにも統計的有意差の検出力不足なので、もし第２部の調査で

交絡因子について信頼するに足る情報は得られなかっただろう。



結語

• 原子力施設周辺の標準人への年間被曝線量は
年間1.9μSvである。

• この被曝は、施設５km以内で観察されたリスク
を説明する１０００分の１の量である。

• このリスクを示すためには１２－３０ｍSv必要。

• LNT仮説に基づいて逆の推論をすれば、自然
放射線が年間１０万人あたり５人の白血病の自
然発生に寄与しているかもしれない。



SSKの提言

• 白血病の病因や発症のメカニズムは学術的知
見が少なすぎる。

• 小児白血病を理解するには、疫学調査だけでは
なく、小児白血病に関するさらに基礎的研究が
必要である。

• そのためには、さらなる学際的研究は不可欠で
ある。

• 疫学、遺伝学、免疫学、分子生物学、放射線医
学の連携をしよう。





 

 

 

（別添） 

 

KiKK 研究とその後            松原メモ（2010.3.29） 

 KiKK 研究：Epidemiologischen Studies zu KinderKrebs in der Umgebung 
von Kernkraftwerken 
経過 
1.1980-1995 ecological study で 原子力施設周辺５km 以内で小児白血病の

発生リスク大。特に初期に顕著であった。 
2. 2007. 12, BfS は、以前ガブリエル連邦環境相が依頼した KiKK 研究の検

証を行いその評価報告を発表。……① 
3. 2008. 5. ICNIRP/WHO/BfS 主催のBerlin会議で小児白血病のリスク要

因について議論した。変異性 B リンパ球前駆細胞に由来する ALL は、社会的接

触の少ない免疫不全の子供に多いらしい。故に疫学のほかに、免疫学や遺伝学

や環境との相互作用に関する研究が必要と主張。 
4. 2008. 10. ドイツ連邦 BMU から「SSK による KiKK 研究の評価」が発

表された。すなわち、SSK 文書 Heft 57 （2008）、および Heft 58
（2009）．．．．．② 
5. 2009. 2.26. SSK 主催で Bonn にて専門家会議開催。 
KiKK 研究とボン会議の結論 

DKKR（ドイツ小児がん登録）に基づき、原子力発電所周辺に居住する小児

癌の症例 1592 人と、性、年齢と地域をマッチさせた対照 4725 人につき症例対

照研究法(case-control study)で分析したところ、住居と最も近い原子力発電所

との距離と 5 歳未満の白血病リスクとの関連が確認された。5km 圏内での初期

の 5 歳未満児の白血病増加が全体の結果に大きく影響していた。発電所との距

離だけを問題にし、被曝放射線量や交絡因子について調べられていないので、

関連性の説明やリスク因子の推定は不可能。今後、小児白血病と環境要因、遺

伝要因を含むより幅広い学際的研究が必要である。 
 
資料 

①「原子力安全･放射線防護にかんするーUFOPLAN StSch 4334」   

334 ページ 
―BMU,BfS により委託された KiKK 研究  P.Kaatsch ら、 
第 1 部症例対照研究（質門紙なし）、 
第 2 部同（一部質問紙発送） 

②SSK による「KiKK 研究の評価」 
 Heft 57（2008） 約４0 ページ 

Heft 58（2009） 約 300 ページおよび約 200 頁の資料 


